
　展
示
と
並
行
し
て
開
催
さ
れ
た

コ
ン
グ
レ
ス
は
、「
実
現
可
能
な

技
術
」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
」、

「
移
動
と
交
通
」、「
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
経
済
」、「
生
活
と
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」、「
イ
ン
フ
ラ
と
建
築
」、

「
安
全
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」、

「
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
８
つ

の
主
要
ト
ラ
ッ
ク
に
分
け
て
構
成

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
た
だ
、
８
ト
ラ
ッ
ク
に

共
通
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題

も
あ
り
、
そ
の
代
表
例
が
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
都
市
の
実
現
」
だ
っ
た
。

　
ま
ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、欧
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

技
術
機
構（
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）の
マ
リ
ア
・

ツ
ァ
バ
キ
デ
ィ
ス
都
市
交
通
部
門

Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
登
壇
し
た
。
同
氏
は

「
欧
州
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
２
０
３
０
年
ま
で
に
１
９
９
０

年
比
で
５５
％
削
減
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
９
月
に

は
欧
州
議
会
が
空
気
清
浄
度
を
３５

年
ま
で
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
大
気
汚
染
指
針
に
適
合
さ

せ
る
方
針
を
採
択
し
た
。
こ
れ
ら

は
非
常
に
野
心
的
な
目
標
だ
が
、

都
市
交
通
手
段
の
技
術
革
新
な
ど

で
達
成
は
可
能
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
英
国
の
元
気
候
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
担
当
大
臣
ク
レ
ア
・
オ
ニ
ー

ル
氏
も
「
都
市
の
脱
炭
素
を
推
進

す
る
政
策
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
テ
ー
マ
で
対
談
し
た
。
同

氏
は
「
１
９
５
０
年
代
に
都
市
圏

で
生
活
し
て
い
た
人
口
は
世
界
で

７
億
１
５
０
０
万
人
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
今
は
約
４２
億
人
。
２
０

５
０
年
ま
で
に
は
６０
億
人
に
達
す

る
見
込
み
だ
」
と
指
摘
し
、
都
市

部
で
の
環
境
対
策
が
脱
炭
素
化
に

は
不
可
欠
と
指
摘
し
た
。

　
脱
炭
素
を
推
進
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
現
実
世
界
を
仮
想
空
間
で

再
現
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
」

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
、
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
な
ら
で
は
の
技
術
を
挙
げ

る
声
が
多
か
っ
た
。「
デ
ジ
タ
ル

ツ
イ
ン
と
都
市
デ
ー
タ
」
と
題
し

た
討
論
会
に
出
席
し
た
独
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
議
会
議
員
兼
最
高
デ

ジ
タ
ル
責
任
者
（
Ｃ
Ｄ
Ｏ
）
の
ロ

ー
ラ
・
ド
ル
ン
ハ
イ
ム
氏
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ラ
イ
プ

チ
ヒ
の
３
市
が
共
同
で
進
め
る

「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ
ｄ

　Ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ

Ｔ
ｗ
ｉ
ｎ
ｓ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
説

明
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
交
通

関
連
デ
ー
タ
や
熱
検
知
カ
メ
ラ
が

と
ら
え
た
建
物
周
辺
の
温
度
情
報

な
ど
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

仮
想
空
間
で
新
た
な
道
路
や
建
物

を
建
設
し
た
際
に
ど
の
程
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
が
発
生
す
る
か
な
ど

を
事
前
検
証
で
き
る
。
さ
ら
に
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
や
景
観
保
存
に

つ
な
が
る
都
市
計
画
も
可
視
化
さ

れ
た
形
で
立
案
で
き
る
と
い
う
。

ド
ル
ン
ハ
イ
ム
氏
は
こ
う
し
た
施

策
が
成
功
す
る
カ
ギ
は
、「
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
に
し
て
市
民
も
街
づ

く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
地
元
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
も
ブ
ー
ス

を
構
え
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
脱

炭
素
戦
略
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
同

市
は
１３
年
か
ら
市
内
デ
ー
タ
の
収

集
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
、

交
通
渋
滞
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
利

用
状
況
、
ゴ
ミ
収
集
量
な
ど
様
々

な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
き
た
。
デ

ー
タ
は
既
に
行
政
施
策
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、「
今
後
は
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
分
析
に

生
か
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
な
街
づ

く
り
を
進
め
る
」（
市
情
報
局
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
・
シ
レ
ラ
氏
）。

　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
デ
ー
タ

収
集
を
不
安
視
す
る
声
も
一
部
に

は
残
る
。「
デ
ー
タ
は
政
策
決
定

を
変
革
す
る
か
」
と
題
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し

た
五
十
嵐
立
青
つ
く
ば
市
長
は
こ

う
し
た
指
摘
に
対
し
、「
市
民
に

ま
ず
イ
シ
ュ
ー
（
課
題
）
を
示
し
、

そ
の
イ
シ
ュ
ー
解
決
の
た
め
に
デ

ー
タ
が
必
要
で
、
そ
の
結
果
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
（
解
決
策
）
が
生
ま

れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
説
明
す

る
こ
と
が
重
要
」
と
発
言
し
、
他

の
出
席
者
か
ら
も
賛
同
を
得
た
。

企画・制作＝日本経済新聞社
Ｎブランドスタジオ 広　告

ウゴ・バレンティ氏

　2011年からバルセロナ市新市街の展示会場「Fira Barcelona Gran 
Via」で毎年11月に開催される世界最大級のスマートシティ関連イベン
ト。主催するFira de Barcelonaはバルセロナ市、カタルーニャ州政府、
バルセロナ市商工会議所が出資する第三セクター。
　23年は過去最大規模となり、展示面積は昨年比55％増、来場者
数も23％増えた。マレーシア、インドネシアが初出展し注目を集めた
ほか、欧州委員会、国連人間居住計画（UN-Habitat）は広域市町村
を対象としたプロジェクトを発表した。このほかIT（情報技術）関連の
民間企業やコンサルティング大手も参加した。今年は「トゥモロー・ビ
ルディング」（建築）、「トゥモロー・モビリティー」（交通と移動）および
「トゥモロー・ブルーエコノミー」（海洋環境と経済）の3イベントも同
時に一体開催し焦点を絞ったテーマでディスカッションを展開するとと
もに、「パズルX」と名付けた最先端テクノロジーの紹介の場も設けた。

　気
候
変
動
、
廃
棄
物
の
増
加
、
高
齢

化
な
ど
世
界
は
課
題
山
積
だ
。
都
市
へ

の
人
口
集
中
が
加
速
し
て
い
る
現
状
を

考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
課
題
は
ま
ず
都

市
部
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

特
に
気
候
変
動
、
つ
ま
り
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
関

し
て
は
、
都
市
部
で
の
対
策
が
不
可
欠

だ
。
具
体
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
し
た
新
イ
ン
フ
ラ
構
築
や
、
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
循
環
経
済
の
確

立
な
ど
だ
ろ
う
。
た
だ
、
解
決
策
を
決

め
る
際
に
は
住
民
生
活
の
質
や
街
の
幸

福
感
向
上
を
目
標
に
す
べ
き
だ
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
手
段
で
あ

っ
て
目
的
で
は
な
い
。
た
だ
単
に
先
端

技
術
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
技
術

を
使
い
人
々
が
暮
ら
し
や
す
い
街
を
実

現
す
る
の
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
だ
。
少

し
ず
つ
だ
が
、
既
に
成
果
は
表
れ
始
め

て
い
る
。
例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
交
通

量
の
多
か
っ
た
道
を
、
歩
行
者
と
自
転

車
優
先
の
区
画
「
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
」

に
変
え
た
。
す
る
と
排
ガ
ス
が
減
少
し

大
気
汚
染
も
改
善
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
く
人
々
が
安
全
に
街
を
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
成
功
例
は
他
の
都

市
に
も
適
用
で
き
る
は
ず
だ
。

　Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｃ
で
は
世
界
中
の
国
、
都

市
、
企
業
な
ど
が
集
結
し
発
信
し
合
う

こ
と
で
情
報
交
換
が
可
能
と
な
る
。
こ

こ
で
発
見
し
た
ヒ
ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
街
の
社
会
的
特
性
や
文
化
に
合
わ
せ

て
変
え
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
広

く
応
用
で
き
る
は
ず
だ
。
皆
で
暮
ら
し

や
す
い
街
づ
く
り
を
と
も
に
目
指
し
て

い
こ
う
。

街の幸福感向上を目標に

スマートシティエキスポ・
ディレクター

デ
ー
タ
収
集
に
は

課
題
提
示
が
必
要

都
市
に
人
口
集
中

環
境
対
策
が
急
務

街
づ
く
り
計
画
は

市
民
参
加
が
カ
ギ

　世界最大級のスマートシティ関連イベントである「スマート
シティエキスポ ワールド コングレス（SCEWC）」が11月
7～ 9日にスペインのバルセロナで開催された。今年はメイ
ンテーマを「都市新時代へようこそ（Welcome to the New 
Urban Era）」とし、世界140カ国・地域の800都市以上か
ら1100超の企業・団体が出展した。来場者も2万5300人
に達し、会期中は展示のほか講演や討論会も実施され、カー
ボンニュートラル都市の実現や都市政策におけるデータ活用な
ど都市経営における喫緊の課題で提言や議論が交わされた。

　世界最大級のスマートシティ関連イベントである「スマート
シティエキスポ ワールド コングレス（SCEWC）」が11月
7～ 9日にスペインのバルセロナで開催された。今年はメイ
ンテーマを「都市新時代へようこそ（Welcome to the New 
Urban Era）」とし、世界140カ国・地域の800都市以上か
ら1100超の企業・団体が出展した。来場者も2万5300人
に達し、会期中は展示のほか講演や討論会も実施され、カー
ボンニュートラル都市の実現や都市政策におけるデータ活用な
ど都市経営における喫緊の課題で提言や議論が交わされた。

つくば市の五十嵐立青市長（右から2人目）も登壇し、自治体でのデータ活用方法
に関して説明した

「
ト
ゥ
モ
ロ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
と
い

う
併
設
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
た
め
、

交
通
・
移
動
関
連
の
展
示
も
目
立
っ
た

脱炭素へデジタルツインも駆使脱炭素へデジタルツインも駆使

Smart City Expo World Congress
（https://www.smartcityexpo.com/）

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ

日本のスマートシティを推進するナレッジ＆産官学民共創プラットフォームとして、2019年10月に設立。企業、自治体、大学・研究機関、
国内外の政府関係機関など約700の会員数を誇る。地域のWell-Beingを計測する地域幸福度（Well-Being）指標を開発し、デジタル
田園都市国家構想のもと政府と連携しながら自治体への普及活動を進めている。海外事業の柱であるバルセロナSCEWC日本パビリ
オンの推進にあたり、SCEWCの主催者であるFira de Barcelonaと戦略的パートナーシップ及び日本のレップとしての契約を締結した。 入会のご案内（PDF）

SCEWC2023
視察研修レポート

一般社団法人スマートシティ・インスティテュート（SCI-Japan）
https://www.sci-japan.or.jp第５期会員募集中

オープンイノベーションによりWell-Being社会の実現へ

観光・防災で未来を切り拓く観光・防災で未来を切り拓く

https://uhuru.co.jp/

株式会社ウフル

　ウフルは「SMOOTH WORLD」というビジョ

ンを掲げ、日常の「無理・無駄」を解消し、人々

と社会がストレスなくスムーズに機能する持続可

能な未来を目指しています。自社サービス群

「CUBE 01」を駆使し、住民、企業、自治体と

共に、40以上の地域でスマートシティ化に取り

組んできました。私たちは、観光客が安心して

訪れ、地元住民が安全に暮らせる町づくりに注

力しています。これからも、観光・防災分野の

強みを活かしながら、全国各地でスマートシティ

化を推進することで、持続可能な未来への道を

切り拓いていきます。

園田 崇史氏園田 崇史氏代表取締役社長CEO代表取締役社長CEO

　IIJは1992年の創業以来、技術力を強みに日本のイ
ンターネットの発展をリードし、ITによって数々の社
会課題の解決に貢献してきました。
　SCEWC23では、世界のあらゆる場所でスマートシ
ティを実現する「DX edge｠マイクロデータセンター」
を出展しました。 DX edgeは医療・教育・農業・災害
対策など、エッジコンピューティングの活用が期待さ
れる幅広い分野に適用可能な分散管理プラットフォー
ムであり、自治体や企業は、このプラットフォーム上
で地域のDXを支援するサービスを提供することができ
ます。
　IIJはこれまで培ってきたインターネット技術を活か
し、多様な社会課題の解決と、人の暮らしをますます
豊かにするスマートシティの実現に貢献していきます。

https://www.iij.ad.jp/

株式会社インターネットイニシアティブ

村林 聡氏村林 聡氏

IIJはインターネット技術で
社会課題を解決します

IIJはインターネット技術で
社会課題を解決します

取締役副社長取締役副社長

　スマートシティ実現に向け目指す「コンセプト」が固
まりつつあり、具体的な実績をもとにした「都市経営
のあり姿」を提示するステージに来ています。
　当社は、次の潮流を「経済性と人間性（Well-Being）
が両立する知の変革を主軸とした維持可能な社会の実
現」であると見定め、いち早くその世界観を伝えるこ
とで来場者の方々から評価を得ることができました。
　講演やブース展示を通じ発信した日本国内の多くの
取り組みは、グローバルの潮流と合致し、むしろ最先
端の実績が積みあがっていることを証明できたと感じ
ています。当社は、スマートシティの取り組みと、都
市経営の実現及び国内外への発信・展開を広くご支援
していきます。

https://www.abeam.com/jp/ja

アビームコンサルティング株式会社

橘 知志氏橘 知志氏

アビームコンサルティングは
都市経営の実現に貢献します
アビームコンサルティングは
都市経営の実現に貢献します

執行役員 プリンシパル　
Digital X Innovation ビジネスユニット長
執行役員 プリンシパル　
Digital X Innovation ビジネスユニット長

　２
０
１
１
年
か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｃ

を
開
催
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
し
た
街
づ
く
り
で
世
界
の
先
頭

集
団
に
位
置
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
。そ
れ
を
根
底
で
支
え
る
の
は
、

国
内
外
か
ら
集
ま
る
優
秀
な
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
関
連
人
材
だ
。
既

に
市
民
の
２５
％
が
外
国
籍
保
有
者

だ
が
、
今
後
も
海
外
人
材
を
積
極

的
に
誘
致
す
る
た
め
に
市
が
進
め

て
い
る
政
策
が
「
３
６
０
度
プ
ラ

ン
・
フ
ォ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
タ
レ
ン
ト
」
だ
。

　起
業
家
、
投
資
家
、
高
度
な
専

門
技
能
者
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
、
大

学
生
な
ど
に
加
え
、
場
所
・
時
間
・

組
織
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
を

す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ノ
マ
ド
も
３
６

０
度
プ
ラ
ン
の
対
象
だ
。「
世
界

中
の
都
市
間
で
人
材
争
奪
戦
が
起

き
て
い
る
。
そ
れ
を
勝
ち
抜
く
た

め
の
目
玉
政
策
」
と
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
経
済
局
国
際
広
報
課
長
の
ジ
ュ

デ
ィ
ス
・
ロ
メ
ラ
氏
は
説
明
す
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
就
労
を
検
討

し
て
い
る
人
は
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ェ
ル

カ
ム
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
で
移
住

の
基
礎
情
報
を
収
集
で
き
る
。
さ

ら
に
詳
細
な
情
報
を
入
手
し
た
け

れ
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
面
談
も
可

能
だ
。「
住
居
、
子
供
の
学
校
、
税

金
や
ビ
ザ
取
得
な
ど
の
情
報
を
き

め
細
か
く
提
供
す
る
」（
ロ
メ
ラ

氏
）。
バ
ル
セ
ロ
ナ
移
住
後
も
サ

ポ
ー
ト
を
継
続
し
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
現
地
人
脈
を
広
げ
る
機
会
も

提
供
す
る
。
年
１
回
は
「
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
デ
イ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
移
住
者
が

現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
円
滑
に

溶
け
込
め
る
よ
う
配
慮
す
る
。「
人

を
引
き
付
け
る
に
は
不
断
の
努
力

が
必
要
。
定
着
し
た
人
が
さ
ら
に

友
人
知
人
な
ど
才
能
あ
る
人
を
呼

び
込
ん
で
く
れ
る
サ
イ
ク
ル
を
実

現
し
た
い
」
と
ロ
メ
ラ
氏
は
力
説

す
る
。

　ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
・
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル

先
端
医
療
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ヘ
ル

ス
・
ハ
ブ（
Ｂ
Ｈ
Ｈ
）な
ど
、
国
際

競
争
力
の
あ
る
研
究
開
発
拠
点
が

多
い
。市
の
誘
致
策
と
相
ま
っ
て
、

今
後
ま
す
ま
す
世
界
か
ら
の
「
頭

脳
流
入
」
が
加
速
し
そ
う
だ
。

デ
ジ
タ
ル
・
ノ
マ
ド
も
積
極
誘
致

１０
年
後
を
見
据
え
技
術
開
発

IREC
企業開発・技術移転ディレクター
IREC
企業開発・技術移転ディレクター

マルタ・フォンロドナ・トゥロン氏

　Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
や
、
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
を
ス
ペ
イ
ン

政
府
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
、
産
業
界
、

大
学
と
と
も
に
目
指
す
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
政
府
の
研
究
機
関
だ
。
既

に
ス
ペ
イ
ン
で
は
再
エ
ネ
発
電
が

電
力
構
成
の
約
５０
％
を
占
め
る

が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
７４
％
ま

で
引
き
上
げ
を
目
指
す
。

　安
定
的
な
電
力
供
給
が
課
題
と

な
る
中
で
、
ワ
イ
ン
の
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
ス
ペ
イ
ン
ら
し
い

取
り
組
み
を
開
始
し
た
ほ
か
、

電
力
を
貯
蔵
す
る
蓄
電
池
開
発

に
も
注
力
し
て
い
る
。
ま
た
３
年

前
に
誕
生
し
た
再
エ
ネ
関
連
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
電
力
需
要
が

高
ま
っ
た
時
に
、
電
力
安
定
化
の

た
め
節
電
な
ど
に
協
力
し
た
企
業

に
対
し
対
価
を
支
払
う
取
り
組

み
を
既
に
開
始
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｃ
で
は
企
業
と
研
究
者
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
な
ど
、
５
年
後
、
１０

年
後
の
社
会
貢
献
を
目
指
し
た

い
。

歴
史
的
建
造
物
を
医
療
ハ
ブ
に

バルセロナ・ヘルス・ハブ（ＢＨＨ）
代表

クリスチャン・パスクアル氏

　バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ヘ
ル
ス
・
ハ
ブ

（
Ｂ
Ｈ
Ｈ
）
は
医
療
関
連
の
非
営

利
団
体
だ
。
貴
重
な
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
サ
ン
・
パ

ウ
病
院
に
、
４５
カ
国
か
ら
５
０
０

の
医
療
関
連
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、

製
薬
会
社
、
保
険
会
社
、
大
学
な

ど
を
呼
び
込
み
、
遠
隔
医
療
や
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
活
用
し
た
医
療

の
研
究
な
ど
を
お
こ
な
い
、
事
業

連
携
も
促
し
て
い
る
。

　高
齢
化
が
進
む
ス
ペ
イ
ン
で
は

医
療
人
材
が
不
足
気
味
だ
。
そ
こ

で
民
間
企
業
と
組
み
、Ａ
Ｉ
を
使

い
患
者
が
簡
易
的
に
自
己
診
断
で

き
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
、
患
者
が

Ａ
Ｉ
と
の
対
話
で
症
状
の
緊
急
性

を
把
握
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
目
標

は
欧
州
最
大
の
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス

ハ
ブ
に
な
る
こ
と
だ
。
世
界
各
地

か
ら
優
秀
な
人
材
が
集
ま
れ
ば
研

究
が
加
速
す
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
市

民
の
健
康
増
進
に
も
寄
与
し
た
い
。

欧州の技術革新ハブに頭脳流入欧州の技術革新ハブに頭脳流入

バルセロナ市はSCEWC会場にもブー
スを開設し、スマートシティ関連施策を
アピールした

BHHが拠点として活用している世界遺
産の建造物、サン・パウ病院

技
術
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
役
を
担
う

エウレカット・テクノロジーセンター・オブ・カタルーニャ
デジタルテクノロジーディレクター

ジョアン・マス氏

　エ
ウ
レ
カ
ッ
ト
は
７
０
０
以
上

の
企
業
や
研
究
機
関
が
意
見
交

換
、
事
業
連
携
し
技
術
向
上
を
目

指
す
デ
ジ
タ
ル
ハ
ブ
の
非
営
利
民

間
財
団
だ
。
運
営
は
民
間
企
業
、

研
究
機
関
、
公
的
機
関
か
ら
の
資

金
援
助
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
研

究
対
象
は
工
業
や
デ
ジ
タ
ル
な
ど

４
分
野
だ
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
自

転
車
シ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
「
Ｂ
ｉ
ｃ

ｉ
ｎ
ｇ
」
で
は
自
転
車
や
駐
輪
場

の
利
用
状
況
デ
ー
タ
を
民
間
企
業

が
集
め
、
市
は
こ
の
デ
ー
タ
の
提

供
を
受
け
て
分
析
し
都
市
経
営
に

生
か
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
エ
ウ

レ
カ
ッ
ト
が
企
業
と
市
を
つ
な
い

だ
結
果
だ
。

　海
外
３５
カ
国
も
参
画
し
、
欧
州

だ
け
で
な
く
、
同
じ
ス
ペ
イ
ン
語

圏
の
南
米
と
の
研
究
交
流
も
し
て

い
る
。
日
本
企
業
も
金
属
粉
末
開

発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ハ
ブ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

企
業
な
ど
が
孤
立
し
な
い
。
そ
し

て
成
果
が
出
た
時
に
、
事
業
化
な

ど
さ
ら
に
そ
の
先
に
進
め
る
。

ゼロカーボン・
Well-Being社会の
実現に向けて

ゼロカーボン・
Well-Being社会の
実現に向けて

礼
拝
堂
で
最
先
端
技
術
の
研
究
を

バルセロナ・スーパーコンピューティング・センター
データ分析・視覚化責任者

フェルナンド・クチェッティ氏

　バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
は
、

ス
ペ
イ
ン
政
府
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
な
ど
が
設
立
し
た
公
的
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
だ
。
元
々
礼
拝
堂

だ
っ
た
場
所
に
ス
パ
コ
ン
を
設

置
し
た
た
め
、「
世
界
一
美
し
い

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
と
称
さ
れ
る
。

直
近
の
ス
パ
コ
ン
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
（
１１
月
）
で
は

「M
areNostrum

 5 ACC

」
が
第

８
位
で
あ
る
。

　医
療
や
気
候
変
動
な
ど
の
研
究

の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
・
Ｆ
Ｃ
バ
ル

セ
ロ
ナ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
避
難

経
路
の
検
討
に
も
使
っ
て
い
る
。

最
大
１０
万
人
に
な
る
観
客
の
動
き

を
場
面
ご
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
分
析
デ
ー
タ
を
市
や
ス
タ

ジ
ア
ム
運
営
者
の
災
害
・
テ
ロ
対

策
に
役
立
て
て
い
る
。「
富
岳
」

（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
第
４
位
）
を
擁

す
る
理
化
学
研
究
所
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
神
戸

市
の
イ
ベ
ン
ト
避
難
経
路
を
共
同

研
究
し
て
い
る
。

持続可能な都市の発展に向けて都市間協働を推進へ

見出し○○○○○○○○見出し○○○○○○○○

　KPMGコンサルティングは「地方から日本を輝かせ
る」をモットーに“日本らしいスマートシティの実現”を
多くの都市でご支援しています。人口減少、教育格差、
中央市街地の空洞化、交通弱者など、日本の地方都
市は多くの社会課題を抱えています。その一方で、地
方ならではの人のつながりやコミュニティ、文化、芸術、
自然、など多くの人が共鳴・共創しあえるたくさんの
資産が存在します。我々が有する構想力や先進テクノ
ロジー等の知見、そして多様な企業・人をつなげオー
ケストレートしていく力を最大限に発揮して、これか
らも人々の心の豊かさや笑顔をたくさん創り出すよう
なスマートシティの実現に邁進して参ります。

https://ooooooooooooooooooo

KPMGコンサルティング株式会社

佐渡　誠氏佐渡　誠氏ビジネスイノベーションユニット統括
執行役員パートナー
ビジネスイノベーションユニット統括
執行役員パートナー

市民主権のデジタル基盤により
個に寄り添ったサービスの実現・普及に貢献します

市民主権のデジタル基盤により
個に寄り添ったサービスの実現・普及に貢献します

　Well-Beingを感じるのは人です。それゆえ、本人同
意の上に、個人にフォーカスした個別最適なサービスを
提供するための人とシステムをつなぐデジタルID及び最
高水準のセキュリティによる個人に関する情報のデータ
連携が重要な鍵を握っています。デジ田交付金type3
を2年連続で採択されている前橋市と創ってきためぶく
IDとそのデータ連携基盤は、どの個人情報をどのサー
ビスで使うか、利用者自身で管理できる「ダイナミック
オプトイン※1」を備えていることから、SCEWCでは海
外・国内視察の皆様から「まさに今、社会が求めている
ものだ」と高い評価を頂きました。この仕組みは既存の
データ連携基盤と組み合わせることも可能であることか
ら、Well-Beingを享受できる社会に必要なデジタル化
横展開を推進したいと考えております。

https://www.j-com.co.jp/

日本通信株式会社 

福田 尚久氏福田 尚久氏代表取締役社長代表取締役社長

※1ダイナミックオプトインは日本通信の登録商標です。※1ダイナミックオプトインは日本通信の登録商標です。

協   賛
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広　告

日本の自治体施策に注目集まる日本の自治体施策に注目集まる
日本パビリオンの主な出展団体と展示内容日本パビリオンの主な出展団体と展示内容

団体・企業名 取り組み内容

　ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ─

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
）
は
、
昨
年
に
続
き
２
回

目
と
な
る
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
を
開

設
。
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務

局
が
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
選
定
し

た
つ
く
ば
市
、
大
阪
府
・
市
と
一

緒
に
出
展
し
た
ほ
か
、
政
府
関
係

機
関
、
自
治
体
、
企
業
、
大
学
研

究
機
関
２５
社
・
団
体
が
展
示
を

行
っ
た
。
出
展
関
係
者
・
Ｓ
Ｃ
Ｉ

─

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
視
察
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
人
数
は
計
１

９
２
人
と
な
っ
た
。
東
京
都
は
日

本
パ
ビ
リ
オ
ン
と
連
携
し
な
が

ら
、
初
め
て
独
立
ブ
ー
ス
で
出
展

し
た
。

　日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
内
で
最
大

ブ
ー
ス
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
国
内
・
海
外

の
製
品
・
シ
ス
テ
ム
の
納
入
実
績

を
紹
介
。
例
え
ば
、
富
山
大
学
と

進
め
て
い
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
た
画
像
解
析
に
よ
る
高

品
質
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ル
ミ
製
造
過

程
で
の
不
純
物
除
去
技
術
を
発
表

し
た
。
ま
た
、
め
ぶ
く
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
前
橋
市
な
ど
で
展
開
す
る
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
オ
プ
ト
イ
ン
機
能

を
備
え
た
本
人
デ
ジ
タ
ル
証
明
の

仕
組
み
「
め
ぶ
く
Ｉ
Ｄ
」
を
紹
介

し
た
。

　東
京
都
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

先
行
実
施
エ
リ
ア
の
取
り
組
み
や

イ
ン
フ
ラ
事
業
な
ど
の
施
策
を
幅

広
く
展
示
。
特
に
環
状
７
号
線
地

下
広
域
調
節
池
で
の
治
水
技
術

に
、
海
外
視
察
者
が
高
い
関
心
を

寄
せ
た
。
横
浜
市
は
、
環
境
省
の

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
に
選
定
さ

れ
た
「
み
な
と
み
ら
い
２１
」
地
域

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｃ
の
翌
週
に
同
市
で
開

催
し
た
国
際
会
議
「
Ｙ─

Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ 

２
０
２
３
／
第
１２
回
ア
ジ
ア
・

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
議
」
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。
初
出
展
の
名
護
市
か
ら
参

加
し
た
渡
具
知
武
豊
市
長
は
、
日

本
パ
ビ
リ
オ
ン
内
の
シ
ア
タ
ー
で

講
演
、
産
官
学
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
「
響
鳴
都
市
」
の
構
想

を
発
表
し
た
。
国
土
交
通
省
が
主

導
す
る
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整

備
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
プ
ラ
ト
ー
」
の
ブ
ー

ス
も
注
目
を
集
め
た
。

　会
期
中
に
は
、
台
湾
の
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
関
連
団
体
と
Ｓ
Ｃ
Ｉ─

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
協
力
の
覚
書
（
Ｍ

Ｏ
Ｕ
）を
締
結
し
た
ほ
か
、
韓
国
、

英
国
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
視
察
団
や
、
ス
ペ
イ
ン
政
府

の
閣
僚
が
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
を

訪
問
す
る
な
ど
、
今
後
の
海
外
と

の
都
市
間
協
働
推
進
に
期
待
が

高
ま
っ
た
。
会
期
２
日
目
に
開

催
さ
れ
た
日
本
ス
ペ
イ
ン
友
好

〝
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ
＆
Ｃ
ａ
ｖ
ａ
〞
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
「
パ
デ
ル
ナ
イ
ト
」
で

は
、
ス
ペ
イ
ン
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

「
パ
デ
ル
」
を
通
じ
た
住
民
の
幸

福
感
向
上
、
日
・
ス
ペ
イ
ン
間
の

都
市
間
交
流
が
提
言
さ
れ
た
。
Ｓ

Ｃ
Ｉ─

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
村
林
聡
副
社
長
は
「
世

界
に
発
信
す
る
こ
と
で
日
本
の
技

術
が
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
く
」

と
、
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｃ
へ
の
参
加
の
意

義
を
語
っ
た
。

官
民
連
携
ア
ピ
ー
ル

海
外
と
都
市
間
協
働
推
進

ＮＥＣブースには多くの海外視察団が訪れ、
海外メディアの注目を集めた

　日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
に
東
京
都
ブ
ー
ス

を
加
え
た
日
本
の
展
示
面
積
は
前
年
比

５０
％
増
の
４
０
８
平
方
㍍
に
拡
大
し

た
。
日
本
か
ら
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

「
自
分
た
ち
が
向
か
っ
て
い
る
方
向
は

間
違
っ
て
い
な
い
」
と
認
識
で
き
た
は

ず
だ
。
日
本
は
決
し
て
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
構
築
で
遅
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
先
陣
を
切
る
分
野
も
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｃ
の
現
場
を
見
て
、
自
信
を

深
め
る
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
だ
。

　Ｓ
Ｃ
Ｉ─

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
開
発
し

た
地
域
幸
福
度
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）

指
標
へ
の
関
心
の
高
さ
も
改
め
て
実
感

し
た
。
同
指
標
は
住
民
の
暮
ら
し
や
す

さ
や
幸
福
感
を
可
視
化
で
き
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
の
計
画
や
効
果
測
定
に

有
効
な
ツ
ー
ル
だ
。
日
本
の
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
交
付
金
を
受
け

る
際
は
、
同
指
標
の
導
入
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
で
は

約
１
０
０
の
自
治
体
で
利
用
が
始
ま
っ

て
い
る
。
国
家
レ
ベ
ル
で
こ
う
し
た
指

標
を
導
入
し
た
国
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
基
礎
自
治
体
ま
で
客
観
指
標
の
み

な
ら
ず
、
主
観
指
標
ま
で
き
め
細
か
く

導
入
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
、

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｃ
会
場
で
も
同
指
標
の
仕
組

み
や
利
用
方
法
へ
の
質
問
を
数
多
く
受

け
た
。
協
力
覚
書
を
交
わ
し
た
韓
国
や

台
湾
の
団
体
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
で
の

利
用
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

ウェルビーイング指標に海外から関心

Ｓ
Ｃ
Ｉ

─

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

専
務
理
事

南
雲 

岳
彦
氏

SUSHI-TECH TOKYO というスマート東京
のスローガンを掲げた東京都ブース

（上）「めぶくID」を紹介する
めぶくグラウンドのブース

（下）シアターで講演する名護
市の渡具知市長

ジェトロ京都
京阪神地域のスタートアップ企業の成長を促進し、地域・
世界の課題解決を図る。今回はNeruralPort、CONNEXX 
SYSTEMS、PEEL Labと出展。

SCI-JapanによるバルセロナSCEWC2023レポートはこちらから

東京都
「スマート東京」の実現を目指す。”つながる東京” ”街の
DX” ”都庁のDX”の3本柱を掲げ、官民連携のもと、東
京全体のスマート化を推進。

内閣府
地方創生推進
事務局

スーパーシティ型国家戦略特区（つくば市、大阪府・市）
において、規制改革と併せ、データ連携基盤を活用して
複数分野の先端的サービス実現を目指す。

沖縄県 名護市
人や企業が集まり活気あふれる地方都市の理想像「“響鳴
都市”名護」実現のため、デジタル技術を活用したまちづ
くりを行う。

横浜市
エネルギー関連事業者など34社と取り組んできた実証事
業をもとに、エネルギーの地産地消の推進、エネルギー
の効率利用や防災力の向上を目指す。

京都府
大阪・関西万博の開催に合わせ、けいはんな学研都市に
おいて科学技術と文化学術が融合した「けいはんな万博」
を実施し、スマートシティの取り組みを促進。

茨城県 境町
自動運転バス、ドローン物流、などのデジタル技術を活
用したまちづくりで、子育て世代や高齢者が住み続けられ
る街を目指す。

めぶくグラウンド
本人による情報提供の同意をON/OFFできるダイナミッ
クオプトイン機能を備えた本人デジタル証明の仕組み「め
ぶくID」を展示。

JAXA
衛星地球観測コンソーシアム「CONSEO」に参加する企
業や大学などに地球観測データを提供し、まちづくりに
生かす取り組みを行う。

PLATEAU
インフォ・ラウンジと山手総合計画研究所が､XR（クロス
リアリティー）技術を用いた住民も参加可能な体験型の都
市設計ツール「Tangible Interface XR」を展示｡

NEC
国内・海外にて、行政から生活者サービスまで幅広い分
野のサービスを展開。データ活用を通じた新たな価値創
出、持続的なまちづくりに取り組む。

インターネット
イニシアティブ
（IIJ）

クラウド・ネットワーク・IoTを組み合わせ、様々な分野
におけるスマートシティを実現するエッジコンピューティン
グ基盤「DX Edge マイクロデータセンター」を提供。

H-UTokyo Lab.
（日立東大ラボ）

東京大学と日立製作所の共創プロジェクト「日立東大ラ
ボ」では、「Urban Well-being」をコンセプトにしたスマー
トシティに関する研究成果を出展。

Eukarya
「Re:Earth」を東京大学渡邉英徳研究室と共同開発。時
系列浸水データを用いた3D避難経路シミュレーション
マップ等を展示。

ProPadel 
Japan

スペイン発祥のスポーツ「パデル」の普及を通じた地域住
民、コミュニティー間のエンゲージメント、Well-Being
向上と日西間をはじめとする都市間交流推進を提言。

アビーム
コンサルティング

産業主体でのスマートシティ支援サービスなど提供。”ス
マートコミュニティ”を掲げ、地域住民のQOL向上に貢献
する地域インフラのスマート化を目指す。

NEC
ソリューション
イノベータ

AIやバイオ技術を活用し未来の疾病リスクを解析するデ
ジタルヘルスケアサービスを提供。また住民一人ひとりに
必要な情報を届けるポータルも提供。


